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　アルミニウム及びその合金は般舶・橋梁・車酷建造

駒あみならず化學工業上にも多方面の用途を開拓した．1

｛彗1ちストVブトマイシソ．クロロ．マイセチンの培養タy

ク，酷酸使用の反1職置，酒精醸酵装置，ili7［k工業用の

パイブ，『蒸溜塔等枚遜に暇のない状態である．これら1ま

金濁をそのまま使用している場合もあるが，耐蝕性の鮎

から適當な衷面慮理，塗装を施して豫娚し得る腐蝕を防

いでいることが多い．頑々の試藥に到する劉蝕性が解決

すれば自ら大きな用途が開けてくると考えられるが，こ

こでは特殊な化學工漿の場合を遜けて，構築材稗に饗す

る塗装の問題につき述べる亭とする．

コ．アルミニウム及びその合金め腐蝕性

　p｝．5％のアルミニウムを球凝とした場合稲々の試薬に

蓼圭する24時間の腐蝕量は，3％苛性ソーダ溶液に封し，

’2gr！dm2，3％瞳に封し20　mgldm，：．20％及び60％硝酸

1こ封し450，．150rngtdm2，氷酢叡に封し　4　mg！dm2，10

％食盛水に錺し，20mgldm2であるが，99．9％の純度に

なると腐蝕激量はそれぞれ，L7　mgノ’dmE，5mgldm：，350，

100mgldm2；L7　mg／dm，，5mg！d皿eと低下する．アル

ミニウム合金について，5％食騒水にょるS遇聞の腐蝕

喪瞼を行つたところ，醗触牲のヒドロナリウム合血及び

’アルデ；・一・ル合金の場合は殆ど鷹餓の徴候を示さないが

・ヂ；ラルミン采の合金1ま相當の腐蝕を示した。そ才1でも

．錫に比較するとその1％程変の腐蝕量である．アルミニ

ウム素材を熔築材料に使用する揚合急激な化學憂化を受

ける事は考えられないが，｝腱地医では椙乞霜艶風に曝さ

．れろであろうし，特珠の猫では盤類を含んだ灘凋ξに没

される事もあり．特に光及び熱によつてその化學作用は

促進される．そこでヒドロナリウム（Mg　3．3g岳MnO．5タ‘，

FeO．35％，Sio．35夕‘，）に種々の鵬iを施して25ケ月

．際曝露試蝕を行つた；，三の結果は第1表の蓮りである

これによると長♪コ間乃眠鍔を行えば短！コ司で現れなかつ

湘該黙が現れてくる．El，ちヒFロナリウムといえども添

　　　　　・t

慮理叉は化學慮理のみでは腐蝕を示すが遮當な塗膜にょ

つて之を保護しうる事を示している．故にアルミ；ウム

聚材の塗装の解決こそアルミ昌ウム利用率暗大のたbの

必要條件であろ．

2．アルミニウム合金の前虚理

　アルミニウムは反磁性に密んだ金庵であるから前薩

を施さないとペイソトの被膜と素地金駈の聞に反癬が起

りベイソト塗膜の圃借を妨げる事も起り得る．他の場合

と同様ペイソト塗装の時もまずペソゼソ，石油ペソジソ

トリクロールニチレン等の蒸氣で表面に附殖した雌を

完全に除去し，さらに表面によくペイソトがのるため逼

當に表面を荒す必要がある．搬械的な砂吹付力：この目前

のため往々用いられるが，AICIad（合板）の鮒珊い

アルミ＝ウムの表面を損ずるため砂次付は行わない．自

然のままの酸化被膜「約3ミクロソ程産）が化撫㌻駿化又

は陽磁fヒ1こよりノ、〕二白彿こ張イヒさオtた描合iま，ベイソ｝

居の固齎及び表面の耐蝕性力箸しく改良される．これは

アルミニウム酸化被睡の密潤生とい5より寧ろその不莫

癒柱によるものである．化闘勺酸化法としては．lfB・V．

駐…（5％　Na2　COsとL5％K2　CrO｛によろ慮理），　E・靴

法（47％Na！COs，1．4％Nae　CrO‘及びOJ％珪酸ソ

ーダによる雌），　Alrok法　（0，1％K2　Cr207　と’2％

Na：cO3による雌）⇒：あり．陽騒fヒ法としては剛

観酸を用いる窃灘と3％K：Crq液を用いるク冒ムE？

法があり最高20ミコ＝ソ簾化按膜を坐ず7。．ま醸

合面聞に溶幻の残る恐れのない場合は，燈酸，ブチル’

ルコール，プP・U’ルア・Lコール，及び水の混含液騨

ユ5～30分慮理し粛牡ケろと不活性の辮酸筏λを生じ’旦

つ表画が適當に荒され重装の前臨二としてよい。

ここ1こ注鮒べきことば，イ膵齪はあくまで蜘

地の目的であつてこのままでは第1表に示すように離

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナ性アルミ轟ウム合金の場合などは未．盧理の揚合よりいご

さ穗い撫を示ナことJN；S）る．脚櫨装のための麟

」
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露 理 法1 曝 露 試 瞼

難　　　　虎　　　　　理
M．B．　v・法　　　・Jl　　　理

プライマー・A　塗1装（一　回）

M．B，V，法廊理＋プライマー・A塗装

ク。∴酸亜ra　iラノ．リン諭料塗装

白色鉛　慶塗料塗斐
力ρ　t：　7・ブラツク含右塗料盆装．

ラ！　リ　ン・三盆料塗装

微かな腐蝕と典に，ピッチングを生ず

撮かな腐蝕と共に，大なるピッチングを生ず

塗膜除去後，元のままの光灘を保有ず
〃

〃

〃

　　　　〃
　　　　〃　　　　　　　　　’

「　　　　　．　　〃

　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　〃

喰膜除去後，徴かな腐触を示す

プライヤー．A：

　コー，凱碍脂，藍麻貸白より儲ソニスにクロA酸丁2：1　25％．搬9料備石創細）

　509；．豚色金冨酸化魯259（を孟コ＾て踏しtニエナメルKイント

として必要なのであつて，多くの場台適岱な塗装法を採

用すれば當然これを除いても所期の目的を蓮威すること

ができる・

3．　下塗，　中塗，　上塗塗軽

　アルミニウム表画の下塗塗料としてはクローム酸麟

を含み，合威樹脂をぺ一スとしたワ＝ス（又はペソジル

kル冒一ズ系ラッカ・一）がよいとされていたが，最近で

はこの下塗を行う前にアルミラスチックと構すろ特殊の

プライマーを塗布し，その簿い塗膜の上からクrム酸塗

看を錠ろことカ：賓施されている．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　2

　アルミ；ウム合金に勤する塗

装の朕況をさらに細かく橡討す

るため，フタール酸樹脂，メラ

ミン樹脂と亜鱗仁油よりなるワ

ニスを塗装し，260℃で45分

焼付けた．この表画に鋼球を落

下させて塗膜の張さを求めたと

ころ，ヂ＝ラルミン系のもの以

外ゐ合金はまず鍋と同程麦の丈

夫な膜を形威していることを認

めた．．次に，塗膜にスクラッチ．

ヤーで條痕をつけて金踊表面を

露出させ，これを5週間にわたって5％食型水を噴霧状

で吹き付けて威理した絃果，3S，ヒドロナリウム，7ル

デェール等の合金では至然又は殆んど腐蝕の徴候は認め

らカなかつたが，ヂ昂ラルミソ系合金ではかなりの程鹿

緻の蓑離を示し，鋸では甚しい属蝕及び塗膜の剥離を

示した，また同様の試精につき・12ケ月1脇氣串で曝露

試瞭を行つたところ上記の結果とほぼ同檬な傾向を示す

ことを知つた．

　アルミニウムの熱膨囲躍系激iま2．353×10づ（0°～100℃》

であるのに蜀し錆｝ま1．115×1e’s（0°～100℃）であるか

ら，アルミニウム及びアルミニウム合金は鋼の約2倍の

表

塗　　料 の 種
1

衝 試 瞼 曝　銘　試　瞼

　グリフ’タのル樹脂十メラミン樹脂系ニナメル

　尿素系箆付エナメル

　グリプタール樹脂系吊ナメル

　ヴィ昌ル系…封脂ワ晶ス

　ペンジル七ルロ三ズ系ラツカー

　ヴイ昌ル系樹脂ワ昌ス÷ラッカー

　ボリスチレン系ラツカー

　塵業化ゴ∴ペイント

　石炭酸樹脂1桐油ワ昌ス

徴カナ紐裂

紐裂ト共昌徽カナ塗膜ノ剥離ヲ生ズ

良好
　　　　　　　ロ
良好　　　　　　．

魯裂卜共二徹カナ塗映ノ剥離ヲ生ズ

　　ワ　　　　　〃　　　　　〃

徴カナ剥離

真好

瓜紆

　任臭
’」ミ好

i優良
　優良

　塗膜ノ剥離

　良好

　剥鶴楽地腐蝕ス

　典好

　塗映斜離

’．

アルミaウaベイントで塗§芝した楕梁：大きな防蝕効呆があP，はっ匙り見えるから航行に安全性を糟す・
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　　　、　196

　　　熱膨脹牽を有する宴となり尋イソト居には大なる弾性を

　　　雛茜舘霧難濃麺聾響芸釧齢

　　　騰撫じ得るよSな粘着性と柔軟性を考慮しなけれまな

　　　らないから，ヴィ，ニル系樹脂，・．ゲリブタ」ル樹脂（一般

　　　”1：ア・晦劇）凝靴幽叉1切プ矧騨
　　　≧～ヲミヴ樹脂とを使罵したフ干スを塗装するこ．學こよ

　　　りとρ目的髄威し得る挙える・

　　　Lk一ドロナリウム合金を試料として，これに種kの塗装

　　　を行い衝撃試験及びSケ月にわたる曝騨験を行つた結

　　　果が第2表であるカ；・．本賞翻課1註記の翠想を…罎に

　　　舞為欝蜜聾繭講罫難雲霞郡

　　　嶽をナ分に…鱒し・解・曝露試騨こおいζ特鉢い結

　　　議舞毒蕪簑鷺ご灘藻1懸
　sは妹な膜面を作るが柔騨考瞭た⇒長欄嘱蝋
　　　醇蓼行うと剣離葦しく下塗塗凝と、して不適當である．中

　　　塗撃賢に顔料豊して～瞥一今酸亜錯⇒‘用埜られるの鵠

　　　その酸化幽ため離にeqして翻・た抑湘儒補する

　　　ためである’同機の意踪iで盤塞性ク瞬一ム酸錯，ク　Pt　・一

　　　・ム酸バーリウム，一グP二・ム酸示トロソチゥ・ls，も．中盤辛斗用

　　　騨昂｛｛輔さ描・顔料として蓮常使用趣る光明

　　　丹，錯白等は盤類の影響下に曝される時は局部酌錯池を

　　　難濃灘雛潔盤叢懲歪享
　　　一タソ等が含有される・中塗塗料に使用される原料申，樹
　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ

　　　脂分として天然樹脂を使用すると非常に饗質しやすいた‘

　　　め塗膜麺離の原因となるから合成樹脂を使用するのが良

　　　t・恥醐碓魔いフヲー・嘱月旨三鮒性鮪する

　　　フタール酸樹脂，ザィ昌ル系樹脂，硬い塗膜を生ずる尿

　　　i素樹脂，メラミン樹脂等の適當な配合により良好な譲膜

　　　を形威し得るのである・いま般頽潭アルミニウムの塗料

　　　として委員會でi探用された試案の一一sX；を示すと第3i艶

　　　第4表第鞍のようなものであるが，t21は王記の事

’．@毎を考慮して作成されたもので目下費罵酌立場から種々

　　　　　　　第3表般鎮用フタール酸樹脂塗舞

　　　　　　　　　　　　　　　　　生渥研究

　　　　　第4表舶用ペソジルセル戸一ズ系塗料

　　　　　　　　　　　齢9鶉墨繍1戯9馨』　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　．ベンジルLセルローズ　　　10　　　　　　　　　　　　　　　　　110　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10、
　’石’炭酸　樹　脂　　　ユo　’　工0　　　　4．
t

幕b’塑魏慮5：　6蕊
　距　　　「鉛　　　華　　　　　　　　　　　　　　　　　　工0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

　　カーボンブラック　　　　　　　　　　　　　　　　　　O．5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．4

　酸・化　チ　タ　ン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6

．酸・化’ ?@17
・｛澄　・貿　　凱　　料．　　　　　　　6．5

　　　　　計・　｝・。・レ1守。　1・。

　　　　　、第5表　船舶用クローム酸重錯系塗料

　　　　　　　　　　　　陣（醗％）瞬｛瑠）

　　フタール酸樹脂ワ’ニス　　　　20　　　　　　35，

　石．多と演袖封1旨ワ；ス，　　　25’　　　　　35

　　ク　ロ　ー　』・酸戴鉛　　　　　30

カーポ『凬uラ儀　5　、9’3
　　　　化　チ　タ　ン　　　　　　　　　　1⑪

　、畳豊」巨宅顔’料9　乱7
　乾　　　燥　　　剤　　　　1　　　　　　1

　港　　　　　　捌　　　10

　　　　　－　nt　　　　1。o　i　ユ。o

i，下塗面脚塵蜘
騨鉛マ♂叢　ボ化賃

骸霊か激盛乾 20

25

ユ0

ユo

O．5

ユ0

235
1・’・

3hじ

ユo

O．3

工e

8．7

1・

』」二」」＿一L竺＿．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昌

　　検討を加えている．特に前露理の問題並にアルミラステ

　　、dックに相當する下塗塗醤の問題に關して考慮が携われ

　　との方向に沿つて原i漿を改i善しつつあろ状態にある．

　　　上記の種kの蜜瞼より得た結果を総括し，最善と葱わ

　　れろ塗装をヒドP士リウム合金に施し，その海水に蓼抄

　　ろ抵抗性を検討した．即ちfiT　d昌ル果樹脂よりなろブラ

　　ィr・一で下塗りを行い，i次にクロム酸亜鈷を含み劉七ゴ

　　．ム，グリブタール樹脂，桐抽より威るエナメルで中垂レ

　　‘その上から防汚塗料を塗装した試片を策から滋中に吊り

　　下げ5ケ月R｛倣置しておいたが塗膜の鯛離は至然認あら1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N　　　　　　　りせ
　　れなかつた．ところボ，下塗を行つた後中塗をぬいて且

　　ちに上塗を行うと15％位の翻離を生司じた．この調搬

　　びクPtム貢笹齢を含むものがどんな仕上塗装ともよく露

　　湘する事を考えると，上記塗臓については下塗1風il；

　　塗i～2回，上塗1回は必要にして売分な慷件であろ
　　　｝　，　・　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、ノ

　　　コ・

　　　擬物鳴別の翻の解猷して腰でなく，輩
　　別櫨装で諦させることを必要としrSL・±S合は・曄

、塑としてのアルミ⇒ム齢の優秀性を配諺拶
　　　ある．7・JVミニウ畦紐はアルミ昌弧を齢とvf

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t）　　塾舞をいうが，、このナルミ昌ウム粉末自膿に問題がO

　　、る．アルミ．ニウムを痴當な方法で径　so・・v120ミク幽
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1．第蜷：第’4號　一・1、　一’

厚さ1・－2・，ミ如ソ畷の燐牒嚇束としそρ鞭を

　ステァリソ酸の如き脂防酸で庭理したものである．ステ

　アリソ酸はアルミ昌ウム鍾表面におい・ご第1回の如き

獺をとt），且蝦漫なイ幽乍用醜軌め塗膜中でア

　ルミsVa粉末が表面近　　』　　　・　・　　”

く1こ鷹舷なして浮び局

亭1三排列する性質があ

　る．（この現象はリPブイ

　ソグと噂ばれている．）ア

　ルミ呈ウム塗料は輕重濫

・良季子なi辞…覆亜とと、、5葭寺徴

淵鄭野フ4Yグの結　　　．：一、ll
：押嬬聯の侵入に・

、聲雛抗漁贈
　に封する良好な反射能等

．識多の利｛砧を有している
也

　から，翠に：アルミ昌ウム

　合金用の上塗塗料として

’のみならず鍮銅の途装i4髪髪影髪髪多　i易多

　に用いられることはいう　　第1圖　アルミ昌ウム

をまたt・L・．脳1ア刈　ilEtaにtc；i　eステ7P

ヵソマテリ。轍から，ン脚排列
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ　　　　　　　　　　　　　　　り
　特揚濾理したギルソナイトアス’ファルト＊．合威樹脂，桐

　油よりなるウ昌スアルミ；ウム粉末を混合して作ったア

　ルミニウム垂凝力駿費さオtたが，　ヒれは而土水性が98身f

　に上昇し，耐侵独，爵蝕性が非常によく，適営に下塗さ

　れ≒塗面に一画塗2｝ば5年・2回塗れば湘當長年月使用

　に謝える．と報告さ2iている．その性能の向上と共にアル

　ミ昌ウム塗糧は暫特殊の場合を除いてiま濁占豹立場を占

　あることとなろう．

　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　197

最御こ附脇えたい鱒アルミニウム合金纏篠難、
として使膵泌時のコ・￥捌一∫閾する再撤性の跨

肇ち叡コ〃卵城鱒脚蝕に關與弗と肺れ
るのは石友であ1），難際石茨の飽和溶液申に純度創）5，．

％のアルミr二％を灘す碑潮・素ガスの攣生を件つ

でかな蔓の腐蝕を認めた｝この腐蝕牲を蓮に利用したの：’

カ：多孔質輕量コソtiリ・一・bであ？て，ナノレミ昌ウム粉末

をボートジソドセSソトに石恢と共に混合するときセメ

ソトと反癒して生ずる水素が泡のような作用をし七センピ

yhが硬化し塒の撮を輕蜘ヒしたものである，然し

＝ソ．クリート申のi遊離石荻の量は上記腐蝕實験の場合｝と

比して遙かに少く｝アルミニウム合金も常ヒ漏潤朕況で

＝yクリートに接レているわけでもな』・から・し資用酌立

場からいえばその腐蝕挫は劇合輕微で，塾装にiよっ亡十

分に防ぐこ．とができる、タ肝ル系又はアスフγルト系の

黒色塗料ほ封アルカリ性，密蒲性｝こ優tt’安贋でもある，

から，こ萄場合のよ5に美覆を考慮しなくてもいい時ば

ある程度雨触塗織としその目的に合致するものであるi－・

とまれ信頼性のある醗蝕塗料の完成はコソクリート使臣

に封しての急務であろう・　，　　　　L－〆

富軟仕漣斐ユ侃～処7犀c

　4．舘　　括㌦　　　”．　　　　、・　「

看1騨1籠してアルミ’二Pt合金を使用すろ際長期ρ

艦露による離に而抗るため口土塗装は遊く1べからざる

もので，とれにはヴィ昌ル又はアルキPt．F樹脂系塗醤を．

下塗，クローム酸亜鈷を含有する；ナメルを中塗防汚

塗料叉はアルミ＝ウムペイソトを上塗塗將として塗布す

れば十分である・　．　　1　　　．　　　・

　以上は邉近の交献を滲考として私見葦麺べたものであ

るボ，目1下これを基礎として實駐をi進めて、いることを附・

冒己する．　く1950・2・6）　　　「　：

，り馬一「一
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